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1.は じ め に

本日は,伝 統あるわが法学部学術講演会において,私 にこのような講演

を行う機会をいただき,大 変ありがとうございました。本講演会は,「 学

術」という名前が付いているように,従 来か ら相当な学問的成果を収めら

れた方々が講師として壇上に招かれてまいりました。学者としてはまだま

だ若手の部類に入る私が,今 回このような大役を仰せつかったことは,大

変光栄なことでございます。これまでの諸先輩方に恥 じないようなお話 し

ができればと,願 っております。

さて,本 日のテーマは,す でにご周知いただいているとおり,「 ドイツ

*本 稿 は,筆 者が2012年11月29日 に,近 畿大学法学部秋季学術講演会として

行った講演 「ドイツの文化と法律学 ドイツ留学記」の原稿に,加 筆修正した

ものである。筆者にこのような機会を与えていただいた法学部スタッフの皆様

に,感 謝の意を表明したい。
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の文化 と法律学」 ということにな って お ります。 この タイ トル通 りで あれ

ば,彼 の国 における文化 と法律学の関係で あるとか,融 合で あるとか,そ

ういった学問的 に高 尚な もの とす るべ きで あ り,そ の際 には,ヨ ー ロ ッパ

全体の歴史で あるとか,或 いは現代の政治的,宗 教的な問題 に触れ ること

が必要 とな りそうです。 しか し,こ の ような問題を的確 に,し か も限 られ

た時間の 中で うま くまとめて お話 しす ることは,と て も私の能力を超え る

もので ございます。従 いま して,サ ブタイ トルの部分,す なわ ち 「ドイツ

留学記」の部分を お話 しの 中心 とさせて いただ き,む しろ本題部分 は,私

が色 々な人 と会 った り,美 しい建物や景色を見 た りした中で感 じたことを

端的 にお伝え させて いただ くということにな りそうです。要す るに,辻 本

が ドイツというヨー ロ ッパの国で機嫌 よ く一年間過 ご して きたことの報告

といいますか,反 省 といいますか,そ ういったことを楽 しくお話 しさせて

いただこうというわ けです。

皿.ド イ ツ,そ して ア ウク スブル ク

1.ド イ ツという国

ドイツは,日 本 とのつなが りも深 く,改 めて詳細 に述べ るまで もあ りま

せんが,概 略 は次の とお りです。 まず,領 土面積 は日本 とほぼ同 じくらい

ですが,実 際 に行 ってみ ると,と て も広大な感 じが します。 その理 由と し

て は,日 本 に比べて 山が少な いことが挙 げ られ るで しょう。私 も,と きど

き旅行を しま したが,列 車の窓か ら見て いると,一 面 に広大な 田園地帯が

広が って お り,視 界を遮 るものが ほとん どな いといった感 じで,さ なが ら

日本の北海道の ような感 じで した。気候 もよ く似て いて,私 の いたバ イエ

ル ンは,一 年を通 じて カラ ッと して お り,澄 んだ青空が どこまで も続 いて

いま した。 ドイツへ行 った人か らは,し ば しば,ド イツは一年を通 じて天
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気が悪 く,ほ とん ど灰色の景色だ ったと聞か されて いたのですが,バ イエ

ル ンだ けは特別だ ったようです。確か に,冬 は寒 くて,気 温がマ イナス20

度 にな るときもあ りま したが,建 物 はたいて い二重窓 と断熱加工が施 され

てお り,セ ン トラル ヒーティ ング,ド イツ語 ではハ イツ ングといいますが,

これ が とて もよ く効 いてお り,(日 本 の私 の 自宅の よ うに……)隙 間風が

入 り込む こともな く,お そ らくこれ までで最 も快適な冬を過 ごす ことがで

きたように思 います。

ドイツは,政 治的 には連邦制,議 院 内閣制を とってお り,国 家元首 は大

統領です。 ち ょうど,私 が いたときに,前 の大統領 に汚職の疑 いが生 じた

ため失 脚 し,大 統領 選挙 の様子 をテ レビ放 送で み ることがで きま した。

もっとも実際の政治的な実権を もって いるのが首相(Bundeskanzler/in)

で す 。 たいて いは連立政権が組 まれ,現 在 はキ リス ト教民主 同盟(CDU)

党 首 の アンゲ ラ ・メルケルが首相ですが,彼 女 は,ド イツで は じめての女

性の首相だ ということです。 ドイツは,日 本 とちが って軍隊 と しての連邦

軍を有 して お り,ず っと徴兵制度を採 って いま した。 もっとも,自 身の信

念 に基づ いて兵役を拒否す ることも認 め られ,そ の場合 は社会奉仕活動等

に従事す ることが求 め られて いま した。 日本 にも,と きどき介護施設な ど

にこの活動の ため ドイツ人の若者が従事 して いる様子が見 られ ま した。 し

か し,2011年 に徴兵制が廃止 され,こ れ に伴 って,兵 役 に代わ る奉仕活動

を行 う必要 もな くな って います。

宗教 は,や は り最大 はキ リス ト教です。 その ため,国 民の行事 にとって

も,何 か とキ リス ト教の影響が大 き く,祝 祭 日もこれ にちなんだ ものが多

くあ りま した。 ちなみ に,ド イツで は,や は りク リスマ スが最大の メー ン

イベ ン トで あ り,11月 の 終わ りころにな ると,街 の至 る所 にク リスマ ス ・

マーケ ッ トが立 ち,多 くの人で にぎわ って います。最近 は,こ の時期 に日

本か らの ツアー も多 く出て いるようで,日 本人の団体客 と遭遇す ることも
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しば しば あ りま した。 ご存 じの とお り,キ リス ト教 は大 き く分 けてカ ト

リックとプロテスタン トに分かれ ます。 ちなみ に,プ ロテスタン トは,ド

イツで はエ ヴァンゲー リッシュと表現 され ます。 また,イ スラム教 も有力

で,大 きな街 にはたいて い,キ リス ト教の教会 とな らんで,イ スラム教の

礼拝堂(モ スク)も あ りま した。

2.ア ウクスブル クという街

っつ いて,私 が住んで いたバ イエル ン州,特 にアウクスブル クの街を紹

介 しま しょう。

バ イエル ンを一 口で いうと,最 も典型的な ドイツの文化や雰囲気が味わ

え る地域で あるといって よいで しょう。例え ば,ソ ーセー ジ(Wurst)と

いえ ば,こ れを妙 めた り茄で た りと,い ろいろな楽 しみ方が あ りますが,

バ イエル ンの ものが最 も ドイツ らしいといって よいで しょう。バ イエル ン

で も南部の方で は,い わ ゆる白ソーセー ジ(Weisswurst)が 有 名ですが,

他 の地域で は基本的 にはこの ような食べ物 はな いとの ことで した。 ちなみ

に,こ のWeisswurstは,ナ イフとフォー クを使 って皮をむ いて食べ るの

ですが,こ れがなかなか難 しく,ま たその作法 も多様で,ド イツの友人 に

いろいろ教えて もらいま した。今では,日 本人の 中で三本の指に入 るほ ど,

Weisswurstの 皮 む きが うま くで きるようにな ったので はな いか と思 いま

す。 これ以外 にも,バ イエル ン名物の料理 は数多 く,そ の質及 び量 も半端

で はな いことか ら,こ れを毎 日の ように食べ続 けた私 は,心 身 ともに一回

り大 き くな って帰 って くることにな るので した。 ちなみ に,大 学の学生食

堂 には,バ イエル ン料理の コー ナーが あ り,日 本で はなかなか お目にかか

れな いような,典 型的な ドイツ料理が,安 く手軽 に食べ ることがで きるよ

うにな って います。また,ビ ール も忘れて はな りません。 ドイツ とい うと,

地 域 によ り,白 ワインか ビールか に分かれ ますが,バ イエル ンは,は っき
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りいって ビール王国 といって もよいで しょう。 それぞれの街 に地元の ビー

ル醸造所(プ ロイ)が あ り,そ の直営店な どは,毎 日多 くの客で にぎわ っ

て います。特 に有名な もの にな ると,観 光 ツアーの コー スに組み込 まれて

いるほどで,日 本で も知 られて いる ビール会社 もい くつか あ りま した。値

段 もとて も安 く,ス ーパーで500ミ リの瓶入 りを買 うと,た いて い80円(1)く

らいで した。店で飲んで も,300円 か ら400円 程 度です。 日本 と比較 して,

ビール に対す る税金がかな り安 いということが,そ の価格 に反映 されて い

るとの ことです。

アウクスブル クは,バ イエル ン州で は ミュンヘ ン,ニ ュル ンベル クに続

く3番 目に大 きな町で あ り,シ ュヴァーベ ン地 域 の中心 で もあ ります。

もっとも,一 口にアウクスブル クといって も,行 政上の区割 りは日本 と比

べて複雑で,市 の 中心地域 と多 くの周辺地域 とが一つの市を形成 して いま

す。 従 って,そ れぞれの地域 に も 「Rathaus」(市 庁舎)が 存在 して いま

す。今 回のポスターに使 っていただいた写真 は,ア ウクスブル クのRathaus

を 背 景 に したものです。 ご覧の ように,と て も雰囲気の ある建物で,街 の

象徴の一つ とな って います。 ドイツは,そ れぞれの街 に歴史を思わせ るよ

うな特徴的な建物が数多 くあるのですが,な かで もRathausは 基 本的 に

それぞれの街の象徴 とな って いるようです。 アウクスブル クの市役所 は,

外 観 は,玉 ね ぎ型の左右2つ の ドー ムと,中 心の市の紋章が特徴です。建

物 内部で は,DerGoldeneSaalと い って,天 井を含 めた全面が金張 りの大

広間が圧巻で した。 ここは街の イベ ン トな どで使用 され るのですが,日 ご

ろは有料で見学す ることがで き,私 も,何 度か足を運 びま した。

アウクスブル クは,「 ロマ ンチ ック街道」(RomantischeStrasse)と 呼

(1)著 者 が 滞 在 して いた 時 期(2011年9月 か ら2012年9月 まで)は,空 前 の 円 高

で,1ユ ー ロが100円 前 後 で あ った 。
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ばれ る街道の途 中にある街です。従 って,日 本か らの観光客 も数多 く訪れ

て いま した。街 には,モ ー ツァル トハ ウスといって,彼 の父で ある レオ ポ

ル トが居住 した家が博物館 と して残 って いるのですが,そ この係の人 に聞

くと,来 館者数の第1位 は日本人だ との ことで した。 また,周 辺の街 も観

光 の見 どころが満載 です。 例 え ば,列 車 で少 し北 の方 へ行 くと,ド ナ ウ

ヴェル トとい う街 に着 くのですが,そ こは,ド ナウ川が悠 々と流れてお り,

2つ の支流 とも合流す る地点 ということで,と て も素晴 らしい景色を見 る

ことがで きます。 ドナウは,ウ ィー ンやパ ッサ ウといった観光地で も見 ま

したが,私 がみ た ドナウの 中で は,こ の ドナウヴェル トで見 たものが一番

ドナウ らしい ドナウだ ったように思 います。 まさに,「 美 しく青 き ドナウ」

ですね。 また,ア ウクスブル クか ら南 に下 ると,シ ュヴァンガウという街

に到着 します。 ここは,ロ マンチ ック街道の最南端 フユ ッセ ンの街か らバ

スで15分 ほどの ところにあ り,観 光の終点 とな る街です。 ここには,2つ

の大 きな城 が 山の上 に建 って い るの ですが,な かで も 「ノイ シュヴァン

シュタイン城」が有名です。 この城 は,バ イエル ンの国王で あったルー ト

ヴィ ヒ2世 が建築 したものですが,彼 の非業の運命 と照 らして訪れ る人 た

ちの郷愁を誘 うだ けでな く,そ の外観の美 しさは,ま さにロマンチ ック街

道の終着点の名 にふ さわ しいもの といえ るで しょう。私 自身,3度 訪れ ま

したが,夏 に城の上方か ら眺 めた景色 も素晴 らしか ったですが,真 冬 に雪

に覆われ た姿 も印象的です。 この ときは,気 温が マイナス25度 だ ったそう

ですが,そ の体験 も併せて,忘 れ られな い思 い出の一つです。 ちなみ に,

東 京 ディズニー ラン ドにあるシンデ レラ城 は,こ の城を モデル に したもの

と言われて います。

アウ クスブル クは,ス ポーツ も盛 んな街です。 市 内 には,ア イス ホ ッ

ケー(ア ウクスブル ク ・パ ンサー ズ)と,サ ッカー(FCア ウ クスブル ク)

の プロチー ムが あ り,そ れぞれ,ド イツの一部 リー グで活躍 して います。
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いずれ もその歴史 は古 く,100年 を超 える伝統を誇 ってい ます。アイスホ ッ

ケーの方が早 くか ら活躍 して お り,試 合の 日は多 くの市民が スタジアムを

訪れ ていま した。 また,サ ッカーの方 は,100年 以 上下位 リーグで低迷 し

て いたのですが,2010-2011年 リー グで遂 に一部 に昇格 し,2011-2012年

シー ズンで も好成績を収 めて,今 年 は2年 目の シー ズンを迎えて います。

サ ッカーの ブンデス リー ガは,多 くの 日本人選手が在籍 し,香 川選手を は

じめ活躍 して いるので,み な さん もよ くご存 じだ と思 います。私が滞在 し

て いたシー ズンは,ま さに香川が ドル トムン トで全盛期を迎えて いた とき

だ ったので,現 地 での熱狂ぶ りも相当な もので した。アウクス ブル クに も,

日本か ら来 た選手が活躍 して いま した。 そう,「Hosogai(細 貝)」 選手で

す。彼が アウクスブル クに来 たシー ズンに一部昇格を果た し,昨 シー ズン

は,守 備 のかなめと して,多 くの試合 で決定的な働 きを していたよ うです。

特 に,ホ ー ムで戦 った ドル トムン ト戦で は,香 川 とマ ッチア ップ し,そ の

動 きを完全 に封 じ込 めて いま した。 おか げで香川 は全 く仕事を させて もら

えず,途 中交代を余儀な くされ たのです。細貝 は,こ の働 きでその週のベ

ス トイ レブンにも選 出され たほどで,彼 の名前が一躍 ドイツ国 内にもとど

ろ くことにな ったので した。私 も,ス タン ドで観戦 しなが ら,日 本人 同士

が海外で活躍 して いることに触れ ることがで き,大 きな刺激を受 けた もの

です。 シー ズン最終戦を もって彼が チー ムを去 ることにな った ときも,多

くの アウクスブル ク市民か ら,惜 別 と感謝の意味を込 めて大 きな声援が寄

せ られて いたのが印象的で した。私 も,あ る方か ら細貝選手を ご紹介 して

いただ いたのですが,と て も好青年で,以 後,毎 週の ようにスタジアムに

出かけて いま した。 とい って も,私 は,実 はバ イエル ン ミュンヘ ンの大

ファンなんです けどね……。
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皿.ド イツの大学(学 校制度 と学生たち)

1.ド イツの大学制度

では,そ ろそろ大学の話に移 りましょう。

皆さんもご存 じかと思いますが,ド イツの学校制度は非常に複雑です。

日本だと,小 中の義務教育,高 校,大 学と,基 本的に皆が共通の過程を歩

むのですが,ド イツはそうではありません。学生生徒の歩む道は,非 常に

複雑です。そして,ピ ラミッド型の学校制度の頂点にあるのが大学です。

もちろん,職 業訓練の方へ進む場合と比べて,大 学の方が優越 していると

いう意味ではありません。大学は,す でに早 くか ら大学へ進むべき進路を

選択 した人にとっての頂点という意味です。もっとも,そ れだけに,大 学

で学ぶ学生たちにとって,大 学で学ぶということ自体が相当価値の高いも

のだと考え られているようで した。彼 らのエ リー ト意識は,相 当なものだ

といってよいで しょう。ちなみに,ド イツの大学は,日 本と違って入試が

ありません。どうするかというと,高 等学校にあたる過程での成績により,

順番に大学の選択権が与え られるのです。 ドイツの大学は,ほ とんどが国

立大学で,大 きな街にだいたい一つずつあり,理 念としては日本のように

大学間での格差というものは存在 しないのですが,や はり,い ろいろな要

素により,例 えば法学部だと法曹国家試験の合格率などによって,人 気に

差はあるようです。従って,人 気の高い大学は,地 元出身者だけでな く,

遠い街か らも多 くの学生が集まって くるようです。

私がお世話になったアウクスブルク大学は,他 の大学に比べて歴史は浅

いのですが,そ の分設備は新 しく,学 生にとっても快適な空間が用意され

ていました。また,法 学部は,国 家試験の合格率も高 く,バ イエルンでは

ミュンヘン大学とな らんで非常に人気のある大学の一つだといわれていま

168



平成24年度 近畿大学法学部秋季学術講演会

した。従 って,集 まって きて いる学生の レベル も高 く,朝 早 くか ら夜遅 く

まで図書館な どで勉強 して いる姿が多 く見 られ ま した。

ドイツの大学 は,ほ ぼセ メスタ制を とって お り,高 校 までの カ リキ ュラ

ムの関係で秋入学が多 いのですが,春 に入学す る人 もそれな りにいるよう

です。 その間 は,ボ ランティア活動を した り,自 分の関心 に従 った活動を

した りす るそ うです。前述 した とお り ドイツで も,か つては徴兵制があ り,

兵 役を終えてか ら大学 に入 る場合 もあったようです。 また,ド イツの大学

は,ほ とん どが国立で,私 立 は現在2校 だ けです。国立大学 は,基 本的 に

無償で学ぶ ことがで きますが,バ イエル ン州だ けは別で,1セ メスタあた

り約500ユ ー ロほどの負担 を求 め られ るようです。 とはいえ,日 本 の大学

と比べて経済的な負担が小 さ く,学 生 はと りたてて アルバ イ トな どもす る

必要がな く,そ の時間を勉強 に集 中す ることができるようにな っています。

日本 のよ うに私立大学 の割合 が高 く,ほ ぼ100%に 近 い人が大学 へ入 るよ

うな状況か らはおよそ大学教育の無償化を望む ことは困難ですが,非 常 に

う らや ま しく思 いま した。 また,大 学 内には,ス ポー ツの クラブやサー ク

ル といったもの もな く,個 人的 に余暇を使 って楽 しむ ことはあって も,大

学 その もの は勉強をす る場で あるとの意識が,強 く浸透 して いるように思

われ ま した。

ドイツの大学の組織 と して は,講 座(Lehrstuhl)制 が 中心です。 日本

で も,医 学部や理科系学部が そうなのですが,ド イツで は,法 学部を含む

文系 もすべて その ような組織構成 とな って います。講座の主 は教授で,彼

らの ことを一般 にLehrstuhlsinhaborと 呼 ぶのですが,こ れ は講座の持 ち

主 という意味ですね。 たとえ ば,刑 事法講座 には,教 授が いて,秘 書がつ

き,そ の下 に,彼 の部下 と して助手が いるというわ けです。助手 の中で も,

す で に博士号を取得 して いる人 は,授 業を担当 した り,研 究の補助を行 っ

た りします。例え ば,教 授の名前で発行 され る教科書や論文 も,そ の下書
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きは助手が書いていることもあるようで した。助手は,基 本的に,法 曹国

家試験を合格 した人が,そ の第二次試験に向けて勉強する過程で在席 して

いることが多 く,皆 が大学教授になるというわけではないようです。つま

り,ド イツの大学における法学部の地位は,日 本に比べて相当に高いもの

であり,実 務家か らも強い尊敬の念をもって見 られているようです。日本

は,実 務 と大学における理論とが乖離 していることも多いのですが,私 は,

ドイツの様子を見ていると,大 学におけるその組織構成に原因と問題があ

るように思いました。そして,そ のような状況であるか らこそ,ド イツの

大学教授は,学 生か らもとても尊敬されるべき地位にあり,多 くの学生が

自分が学ぶ教授が書いた論文や本を読み漁って,自 分のものとしようとし

ている姿勢がみ られるので した。日本では,自 分のゼ ミに所属する学生に

さえ,な かなか自分の書いた論文を読んでもらえないことが多いのですが,

これは,私 の努力不足に加えて,日 本と ドイツとの大学教授の地位の違い

にも原因があるのかなと,変 に納得 した次第です。

2.大 学 で学ぶ様子

私 は,ア ウクスブル ク大学で は,客 員教授(Gastprofessor)と い う肩

書を いただ き,研 究 のため個室を提供 していただいていま した。とはいえ,

研 究室 にこもって本 ばか り読んで いるので は,日 本 と同 じです。従 って,

研 究室 にいるの は必要最小限 にとどめ,例 え ば,ラ ンチタイムに友人が誘

いに来て くれ るのを待つ とき等ですが,そ れ以外 は,な るべ く外 にでて い

ろいろ体験 しようと して いま した。

大学での勉強 といえ ば,授 業 に積極的 に出るように して いま した。最初

は,す べての時間 に,つ ま り憲法や民法な どにも授業 に出てや ろうと考え

て いたのですが,そ れで はち ょっと身が持 ちません。他 に関心の ある事 も

数多 くあったものですか ら,結 局,お 世話 にな ったRosenau教 授 と,お
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友達のIgor君 の 刑法関係の授業 にだ けで るように しま した。 とはいえ,

中身 は,日 本で 自分が授業 して いることと,ほ とん ど変わ りません。 い く

ら ドイツ人 とはいえ,20歳 そ こそこの学生 に教え るわ けですか ら,い きな

り難 しいことをや るわ けで はな いので,そ れ も当然なのですが。従 って,

私 は,授 業の進 め方 とか,雰 囲気の維持,学 生の勉強 して いる態度な どの

観察を しなが ら,授 業を楽 しんで いま した。Rosenau教 授 は,ま だ若 く,

私 と3つ くらい しか違わな いのですが(ち なみ に,Professorに な ったの

は,私 の方が1年 早 い くらいです),非 常 に明る く,ま たよ く気 がつ く人

です。授業 はとて も工夫 されて お り,熱 心 にや ってお られた ように思 いま

す。私 も,以 前か ら授業の ときは,前 で一人 で しゃべ っているのではな く,

よ く教室 内を歩 き回 って いたのですが,彼 はそれを上回 るほどで した。例

え ば,あ る判例の事案を説明す るときに,話 の 中に出て きた地元のお酒を

教室 内に持 ち込んで,ソ ム リエ よろ しくグラスに注 いで学生 に振 る舞 うの

です。私 は,後 にも先 にも,授 業 中に教 室内で飲 酒 したのは初 めてで した。

後 日,彼 の奥 さん,カ テ リナさん と言 いますが,彼 女 にその ことを話 す と,

あれ は毎年や って いるネ タなの よと言 って笑 って いま した。

ドイツ人 は,よ く余暇を利用 して 山登 りをす るのですが,彼 もそれを趣

味 と し,日 ごろか ら鍛えて いるというの もあるのですが,本 当 によ く歩 き

回 って いま した。従 って,学 生の方 も,居 眠 りな ど して いる暇 はあ りませ

ん。質問が矢の ように飛んで くるのですか ら,授 業 に集 中 しな いわ けには

いかな いのです。 もっとも,学 生の方 も積極的で,聞 かれて もいな いこと

につ いて 自分の見解を披露 した り,少 しで も疑問点が あると,授 業 中で も

手を挙 げて質問 して いま した。 これ は私の力不足 によるところ大なのです

が,私 が授業 して いて もそうは簡単 にはいきません。 ドイツ人 と日本人 と

の気質の違 いなのか も しれ ませんが,ド イツの学生 はとにか く活発で,悪

く言 うと何 とか 目立 ちたい,こ れ は言 い過 ぎか も しれ ませんが 自己 アピー
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ルが とて も強 いように思 いま した。 もちろん,そ の背景 には,日 ごろか ら

よ く勉強 して お り,授 業 もよ く理解で きて いるということが あ り,ま た,

それ だけ勉強 して いるか らこそ,自 分の考えの是非を問 いたいというのが

あるのか も しれ ません。

また,私 は,授 業以外 に,ゼ ミナール にもよ く参加 させて いただ きま し

た。 ドイツの大学のゼ ミは,日 本 と同 じように,大 学 内の教室で毎週行 う

場合 もあるのですが,そ の方法 はProfessorに 任 されて お り,一 様で はあ

りません。 日本の ように,特 にわが近畿大学の ように,ゼ ミに学習だ けで

な く就職指導や生活指導 といった機能を求 めるので あれ ば格別ですが,純

粋 に学習だ けを 目的 とす るので あれ ば,必 ず しも毎週教室 に集合す る必要

はな いので しょうね。Rosenau教 授 の講座 で も,ゼ ミは合宿形式で,短 期

間 に集 中 して実施 して いま した。私 も,2度,ゼ ミナール合宿旅行 に参加

させて いただ きま した。 また,こ れ以外 に,ド イツ,オ ー ス トリア,ス イ

スの3国 の大学が集 まって合宿を行 うという企画 もあ り,そ ち らにも参加

させて いただ きま した。 これな どは,ド イツ語 という共通の基盤 と,地 理

的なつなが りが あるとはいえ,国 際的なゼ ミを簡単 に行え る環境 には,驚

き とともに,と て もう らやま しく思 った次第 です。 おそ ら く,ア ジアで

(例 えば 日本,韓 国,中 国の3国 で),法 学 部のゼ ミが合 同で定期的 に合宿

してゼ ミを行 って いるというの は,ま ずな いで しょう し,想 像 もつ きませ

ん。ゼ ミに参加 させて いただ いて感 じたのですが,や は り,学 生の プ レゼ

ン能力が非常 に高 いことに驚か され ま した。 日本で は,学 生がゼ ミで発表

す る場合 どころか,教 員 同士の研究会で も しば しば しどろもどろに報告を

行 う様子を 目に しますが,ド イツで は,学 生の段階で非常 に立派な報告を

します。もちろん,内 容 じたいはまだまだ稚拙な ところも目立つのですが,

報 告の態度 は堂 々と して お り,か つ,質 疑の段階で質問者か らも的を射 た

反応が活発かつ的確 に返 って くるのです。 この あた りも,ド イツ人の気質
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というだ けで は片づ け られな い,学 問 に対す る真摯 さを感 じた次第です。

とはいえ,う らや ま しが って ばか りで はつ ま りませんか ら,な ん とか,

向 こうで感 じたことを 日本の学生 にもお伝え し,こ の ような活発な議論が

で きれ ばと思 いま した。

IV.ド イ ツでの研 究

続いて,私 が ドイツで行ってきた研究の話に移 りましょう。とはいえ,

わずか1年 という短い期間ですか ら,そ れほど大それた業績を残 してきた

わけではありません。ここでも,簡 単に,私 が感 じたことを素直にお伝え

できればと思います。

まず,ド イツの法律学一般については,こ れが様々な分野で日本に伝え

られてきていることは,み なさんもご存 じかと思います。例えば,初 代の

内閣総理大臣となった伊藤博文が ドイツやオース トリアで学び,ま た,大

日本帝国憲法の草案が当時の政府法律顧問であった ドイツ人学者らから多

くの助言を得て作成されたことは有名な話です。また,民 法や刑法は,フ

ランス人のボアソナー ドの起草によるものでありましたが,そ の後,刑 法

は ドイツの考え方が強 く取 り入れ られるようにな り,明 治40年 に現行刑法

が制定されたときには,ド イツ法を継受するもので した。大正刑訴法も同

様で した。従いまして,日 本の法学者も,戦 前だけでな く,戦 後も ドイツ

へ留学 し,様 々な制度や理論を日本に持ち帰っています。刑法では様々な

専門用語が出てきますが,こ れ らの多 くが ドイツから輸入されたものなの

です。ときどき,日 本語として難解なものも出てきますが,私 は,そ の原

因が学説や理論を輸入した人の語学力にあるのではないかと考えています。

その点はさておき,私 は,日 本では刑事法,中 でも 「刑事訴訟法」を専

攻 し,研 究 してきました。 ドイツへ行っても,や はりこの分野を中心に勉
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強 しようと思 って いたのですが,そ こで少 しカル チャー シ ョックを受 ける

ことにな ります。すなわ ち,ド イ ツでは,日 本 のよ うに刑法,刑 事訴訟法,

刑 事政策系 といった細分化 はな く,す べての刑事法Professorが す べての

分野 にわ たって研究を行 って いるので した。 この ことは,す で に日本 にい

るときか ら聞か されて いたのですが,実 際 に目の あた りにす ると,や は り

衝撃 的です。 その中身 もけ っして お粗 末な もので はな く,そ の いず れを

とって も参照 に値す るもので した。もちろん,彼 らの 中にも得意 と不得意,

或 いは関心の程度 にも差が あ りますが,少 な くともオール ラウン ドに研究

の視点を持 って いることには,関 心を させ られ ま した。私 も,以 前か ら,

刑 訴法だ けでな く,刑 法や他の法分野 にも関心がな いわ けで はな く,実 際

に,授 業 も,刑 法や少年法 といった,刑 訴法以外の もの も行 って います。

とはいえ,そ ういった専門外の分野 につ いて論文 まで書 くほどの関心 も実

力 もな いというのが現実です。前述 したように,講 座制 によるスタ ッフの

充実な ど,日 本 と ドイ ツとで研究基盤 に大 きな差 があることは確かですが,

少 な くとも,そ の研究姿勢 は学ばなければな らない と思 いま した。従 って,

私 は,ド イツへ行 く前 は 「刑訴法学者」です と自己紹介 して いま したが,

向 こうへ行 ってか らは,「 刑事法学者」 です と言 うよ うに しています。

その うえで,私 が今回特 に関心を もって勉強 して きたテー マは,ド イツ

の刑事裁判 における司法取引の問題です。私 は,こ の問題 につ いて,す で

に ドイツを出発す る前 に少 し長 めの論文 を発表 してい ます(2)(学 生 の皆 さ

んのなかで,こ の論文を読んで いただ けた方が一人で もいるか どうか は,

心 もたない限 りですが……)。 また,こ れ に関連 する もの も,い くつか書

(2)辻 本 典 央 「刑 事 手 続 に お け る取 引一 ドイ ツ に お け る判 決 合 意 手 続 一(1)一(3・

完)」 近 法57巻2号(2009年)1頁,58巻1号(2010年)1頁,59巻1号(2011

年)1頁 。
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いて きま した(3)。そ の意味で,今 回は,自 分が これ まで に勉強 し,考 えて

きたことが,実 践で どの ようなか たちで行われて いるのかを,検 証 しよう

というのが,主 たる目的で した。 もちろん,理 論的 にもまだ まだ不明な点

が多 く,法 律 自体 もまだ3年 前 に誕生 したばか りものですか ら,文 献を読

んだ り,い ろいろな人 と議論す るといった研究 も並行 してや って きま した。

特 に,Rosenau教 授 は,こ の問題 につ いて,ド イツの学者の 中で は珍 しい

積極派の方で,向 こうで もいろいろ議論を させて いただ きま した。 この問

題 につ いて,理 論的な検討を行 った点 につ いて は,幸 いにも,ド イツの学

術誌 に論文 を掲載 す る機 会を得 ることが できま した④。 いずれ 日本の皆様

にもお伝えで きるよう,日 本語版 も発表す るつ も りでお りますので,そ の

ときは,ぜ ひ学生諸君 もお読み いただ けれ ばと思 います(5>。ちなみ に,も

ちろんですが,ド イツの学術誌 に掲載す るわ けですか ら,ド イツ語で書か

な けれ ばな りません。私の未熟な ドイツ語能力で はた してそれが最後 まで

で きるか という不安が あ りま したが,Rosenau教 授 には,例 のゼ ミ合宿の

ときに,ほ ぼ毎晩の ように指導を いただ き,そ のおか げで最後 までや り遂

げることがで きま した。 自分の書 いたものが真 っ赤 に添削 され ると,ま だ

まだ 自分の未熟 さを思 い知 らされ るとともに,学 生時代の ころ指導教授 に

深夜 まで ご指導を いただ いたことな どを思 い出 して,少 し懐か しい気持 ち

にもな りま した。私 は,今 で は学生を指導す る立場 にあ りますが,指 導 さ

れ る側 にもいろいろな感情が あることを再確認 し,自 分が指導す る際 には

十分な注意を もって あた らな けれ ばな らな いことも,感 じた次第です。

(3)辻 本 典 央 「約 束 に よ る 自 白 の 証 拠 能 力 」 近 法57巻4号(2010年)33頁,同

「即 決 裁 判 にお け る上 訴 制 限 」 近 法57巻3号(2009年)17頁 。

(4)τ3ゆ 〃20'o,EineinhaltlicheAnalysederVerstandigungimdeutschen

StrafprozessausPerspektiveeinesAuBenstehenden,ZIS2012,S.612-

622.

(5)辻 本 典 央 「ドイ ツの 判 決 合 意 手 続 に対 す る外 在 的 評 価 」 本 誌 本 号(2013年)。
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V.文 化 と法律学

最後 に,本 講演の主 テー マで ある文化 と法律学の関係 につ いて も触れて

おかな けれ ばな りませんね。但 し,こ の点 も,あ くまで私が そう感 じたと

いう意味で あ り,そ れが一般化 され るか どうか は,こ こで はおいて おきた

いと思 います。

まず,ド イツの法律学を学んで きて一番 に思 うのが,形 式を非常 に重ん

じる とい う ことです。 これは,学 説の理論 的な精緻 さとい う点 に もつな

が って い くか と思 うのですが,と にか く,形 式が重視 され ます。例え ば,

Rosenau教 授 か ら論文 を指導 された ときに,彼 が最 も強調 していたのが,

と にか く脚注 に多 くの文献を引用す るべ きということで した。 これ によっ

て,中 身 もさなが ら,そ の主張が独善的な もので はな く,客 観化 され た分

析で あることが伝え られ るというのです。 また,論 文を書 くにあたっての

マナーも,厳 しく指導 され ま した。彼 曰 くですが,人 に読 ませ るので あれ

ば,人 と共通の作法 に則 って書かな けれ ば読んで も らえな いということで

す。 これ は日本で も同 じことなのですが,ド イツ人の こだわ りの深 さにつ

いて,そ の根源を見 たような気が しま した。 ちなみ に,Rosenau教 授 は,

と にか く演 出にこだわ る人で,ゼ ミ合宿の最終 日に教員 チー ムが食事担 当

だったのですが,そ の とき,私 の お皿の並べ方が悪 いといって全部や り直

しを命 じられ,あ や う く大ゲ ンカにな りそうにな ったことも,今 で はいい

思 い出です。 この あた りの 「文化」が,彼 な りの学問的姿勢 にも表れて い

るように思 います。

また,ド イツ人 は,と て も陽気で,何 をす るに して も常 に楽 しんでや っ

て いるように思 いま した。例え ば,日 本 と同 じく学会 というものが あ りま

す。そ こでは確 かに,そ の半分 くらいの時 間は学問的議論をす るのですが,
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残 り半分 はというと,ク ラシ ックの コンサー トを見 に行 った り,小 旅行 に

出か けた りと,お よそ学問 とは直接 につなが らな いような ことを して遊ん

で います。 たいてい は,そ の時 間帯 にな ると,Frau(ご 婦 人)も 同伴 し

て,家 族 ぐるみで付 き合 いをす る時間 とい うことのよ うで した。もちろん,

食 事を した りビールを飲んで いる間 も,学 問的な議論を行 って いることは

しば しばです。 その とき驚 いたのが,ご 婦人方が,自 分の夫のや って いる

ことを,例 え ば特徴的な学説な どを,よ く知 って いることです。 この よう

に して,ド イツの学者 は自分の仕事を家族 に理解 して もらい,ま た いろい

ろな場面で協力 も得 られ る,そ の代わ りに,自 分 ひと りが仕事をす るので

はな く,常 に家族へ の感謝の気持 ちももっているよ うなのです。日本 では,

学 者 どう しの食事会 に奥 さま連 中が 同伴す るな ど,ま ず考え られな いこと

なのですが,学 問の場 も一緒 に楽 しむ という気持 ちが あれ ば,け っ して不

思議な ことで はな いように思 いま した。

そ して最後 に,こ れ は本講演で も触れて きたことですが,ド イツ人 はよ

く話を します。 しか も,知 り合 いだ けでな く,初 対面の人 どう しで も,と

にか く暇が あれ ば しゃべ って るという感 じです。例え ば,電 車 に相席 した

人が,い きな り大統領の スキャンダル問題 につ いて議論を し始 めるといっ

た次第です。だか ら,い ざ自分の考えを発表す るべ きゼ ミの ような場 に出

て も,何 ら臆す ることな く堂 々と話す ことがで きるのか も しれ ません。 中

で も,特 に印象 的であ ったのは,裁 判所での被告人の態度で した。例 えば,

あ る脱税の被告事件で,前 述 したように私が関心を抱 いて いた司法取引が

行われて いたのですが,そ の時の被告人 は,本 当によ くしゃべ って いま し

た。裁判官に聞かれたことだけでな く,自 分の考えや主張をさなが らProfessor

が 教 室で講義を行 うが ごと く,法 廷の全員 に向 けて演説 して いるのです。

日本の刑事裁判か らは,お よそ想像がつかな いのですが,本 当 に 「立派な

演説」 だ った と思 います。 また,ド イツの法廷 は,判 決が下 され る前 に
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いったん中断するのですが,そ のときには,訴 訟関係人が廊下などで談笑

をしています。その時の被告人も,廊 下に出ていろいろな人と話を してい

ましたが,自 分の弁護人 と相手方である検察官を交えて,し か も笑顔を

もって談笑 しているときには,本 当にびっくりしました。この司法取引の

問題は,ド イツの刑事裁判の実体的真実発見主義,職 権進行主義と相いれ

ないのではないかという批判が強 くあったのですが,私 は,む しろ,取 引

の導入により被告人に積極的に関与 し,意 見を述べる場が与え られるよう

にな り,ド イツ人の気質にも適合 しているのではないかと思いました。立

法が行われるまで紆余曲折 したこの制度ですが,意 外とうまく定着するの

ではないかと思っています。

VI.お わ り に

以上,本 講演では,主 として私の留学体験記といいますか,ド イツで楽

しく過ごしてきた様子をお話 ししてきました。主題である文化と法律学と

の関係については,あ くまで私な りの印象にとどまり,異 論もあるかと思

います。また,も っとほかにもお話 ししたいことがありましたが,そ れは

次の機会にゆだねざるを得ません。学生諸君の方で,何 か興味があれば,

ドイツの学生のように,ど んどん話 しかけて ください。

ひとまず,本 講演はこれにて終わ りとさせていただきます。最後までご

清聴いただきましたことに感謝を申し上げます。
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